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●巷で話題のエクササイズビデオ，Bズブート
キャンプを入手．1日 1時間程度のプログラ
ムですが，毎日PCに向き合う生活を続けて
いる私の身体は 30分ほどで悲鳴をあげてし
まいます．とりあえず水を取り，続きのエクササ

イズを呆けて眺めていると，突然，画面の中か

らB隊長が語りかけてきました．「辛かったら
休んでもいい……でも，諦めるんじゃない！」．

う～む，画面の中からハッパをかけてくるエク

ササイズビデオ……すごい．エンパワーメントや

コーチングとは一切縁がなさそうなB隊長で
すが，軍隊で培った人心掌握術なのでしょう

か，見るものをやる気にさせるパワーに満ち満

ちていました．「作業療法にブートキャンプなん

てどうかな？」．床に突っ伏し，水でのどを潤

しながら，そんなことを思いました． 【鳥居】

●私は，早寝早起きが得意で，夜更かしはで

きないものの，朝は何時にでも起きられます．

ただ，このリズムにずれが出る，たとえば度を

越した夜更かしなどすると，翌日は使い物にな

らない弱さがあります．だからこそ，交替勤務

をする看護師の皆さんは，本当に凄いと思い

ます．専門誌で睡眠を取り上げると，どうして

も患者さんの不眠などへの対応がメインにな

りがちです．が，それよりも働いている看護師

自身の抱える問題のほうが，実際は重要なの

ではないかと考えて，今月の特集を組んでみま

した．光や温度を考慮したり，アンカー睡眠を

利用したりして，少しでも快眠が得られるように

なってくだされば幸いです．そして，その方法

が患者さんにも応用できれば，言うことはあり

ません． 【大野】

●ある地方都市に出張で出向いた折の失

敗談．十分な所持金を持たずに新幹線に飛

び乗り，現地の ATMで下ろせばいいや，と
考えていたのが大甘．名前を聞けばすぐわか

るような小都市なのですが，駅前のどこを探し

ても銀行やコンビニは見当たらず，所持金と

相談しながらの心細い夜を過ごしました．2
千万人を軽く超えてしまう首都圏の人口は，

規模効果という意味で様 な々きめ細かなサー

ビスを可能にします．人の密集度の高い地域

では 300メートルに 1軒の立地まで可能とい
われるコンビニなどはその典型でしょう．一方，

その便利さのために終夜電灯を点け，人が

働いているといった状況は，地球規模でのエ

コロジカルな視点で見ればとても正常とは思

えません．そんな光景に薄気味の悪さを覚え

つつ，それに慣れきってしまっている自分に気

づかされた体験でした． 【林田】

特集

「腹臥位」は特別なことじゃない
導入と継続のための道しるべ
「仰向け」を「うつぶせ」に．それだけで入院中・在宅療養中の患者に，高い ADL
改善効果をもたらす腹臥位療法．エビデンス性はまだ充分ではないものの，意
識レベル，排尿・排便，呼吸・循環動態，さまざまな次元において，腹臥位がもた
らす効果は実践レベルで数多く報告されています．しかし，一部の病院・在宅
療養患者を除いて，入院患者・在宅療養者のほとんどは背臥位で療養していま
す．腹臥位を導入しない，あるいは継続できない理由は何でしょうか？ 腹臥
位療法を実践している施設とそうでない病院の違いは何でしょう？ 全国の
腹臥位療法実践者に聞いてみました．

なぜ，背臥位なのか？　腹臥位療法実践の「壁」を超える 大内基史
特別なことじゃない，日々の実践としての腹臥位療法　織部智香子
「継続できる」腹臥位療法をめざして 境裕子
腹臥位療法普及のために必要なこと 正井章子
1人で行なう腹臥位への体位変換　真島千歳
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技術論の6つの問題　
理論と実践の狭間で生きる
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糖尿病療養指導士を地域ネットワークで活用する
船田仁美
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看護師のためのセルフコーチング
自分の人生をコントロールするために・7――鱸伸子・柳澤厚生
患者・看護師双方のためのアクティビティケア・7――六角僚子
見えないものが見えてくる 「臨床感染症」とのつきあい方・7――今村顕史
HIV／AIDSケア 再考・7――大金美和・山田由紀
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